
































































































































本研究は 201 X 年 8月 10日から 201 X＋1年 1月 11
日までの約 5ヶ月間，関西学院大学附属のプレイルーム
で行っている療育の課題の 1つとして合計 14回実施し







児 1名であった（以下 A 児とする）。A 児は，1歳 6ヶ
月時に医療機関において全般性発達遅滞および軽度筋緊
張低下と診断されていた。4歳 7ヶ月時に公立療育園に
て実施された新版 K 式発達検査 2001の結果は，姿勢・






























で構成されていた。写真カードは，縦 7 cm×横 10 cm
の大きさのものを印刷し，ラミネート加工を施した。そ



















×横 38 cm のホワイトボードを 3枚，A 児がアイテム






2，介入期 3の ABCD デザインであった。課題は，指示
された 5個のアイテムを 14個のアイテム（指示された
活動のアイテムと他活動のアイテムの合計）の中から持
































































































のみ 18点，その他 3つの要素行動は 15点）×100］で求
め，2試行の平均値を平均得点率とした。











標的行動 3点 2点 1点 0点
カードを持つ 自発行動 「何見るの？」 「これ見てね」＋指差し 「カード見てね」＋カード手渡し
カードをめくる 自発行動 「何するの？」 「めくってね」 身体プロンプト
アイテムを選ぶ 自発行動 「選んでね」 「同じどれ？」＋カード指差し 「これだよ」＋アイテム指差し
カゴに入れる 自発行動 「カゴに入れてね」「カゴに入れてね」＋指差し 身体プロンプト
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率を算出した。その結果，一致率は 100％であった。ま
た，BL 期，介入期 1，介入期 2及び介入期 3の全セッ
ションのリングファイルを取り上げる行動の一致率を算
出したところ，その結果も一致率は 100％であった。介







































2.71以上を「大」とした。BL 期と介入期 1, BL 期と介
入期 3，介入期 1と介入期 3の間でアイテムの得点につ
いての効果量を算出した結果は以下の通りであった。介
入期 2については上記と同様の理由により効果量の算出
は行っていない。BL 期と介入期 1の間で SMD＝0.73
となり，介入の効果が認められなかった。BL 期と介入
期 3の間で SMD＝5.51，記入期 1と介入期 3の間で

















0.00回，介入期 2は 6.60回，介入期 3は 10.00回であっ
た。BL 期と介入期 1, BL 期と介入期 2, BL 期と介入期
3，介入期 1と介入期 2，介入期 1と介入期 3，介入期 2
と介入期 3の間でリングファイルを取り上げる行動につ






BL 期と介入期 1の間で SMD＝0.00となり介入の効果
が認められなかった。BL 期と介入期 2の間で SMD＝
6.44, BL 期と介入期 3の間で SMD＝10.00，介入期 1と
介入期 2の間で SMD＝6.46，介入期 1と介入期 3の間
で SMD＝10.00，介入期 2と介入期 3の間で SMD＝
3.31となり，いずれも効果「大」が認められた。




















































































































































し，文部科学省（2016）は 2020年を目指し，ICT : In-
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